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◇大学の世界展開力強化事業プログラム委員会における評価 

（総括評価） 

Ａ 
取組状況、目標の達成状況ともに事業計画を概ね満たしており、事業目的は

実現された。

（コメント）

 交流プログラムの枠組みについては、多数の中から厳選された優秀な学生と名門大学学生と

の共同学習・研究となっており、将来グローバルに活躍できる人材の輩出に資するものとなっ

ている。

 質の保証を伴った魅力的な大学間交流の枠組み形成については、相手大学と十分な協議・調

整の下、合同推進会議及び個別開催の会議等を通じて、質の保証を図っている。

 外国人学生の受入及び日本人学生の派遣のための環境整備については、GLFP(Global 

Leadership Fellows Program)担当職員を配置し、受け入れた学生にキャンパス至近の寮を提供

するなど、適切な環境が整備されている。

 事業の実施に伴う大学の国際化と情報の公開、成果の普及については、大学の国際化戦略と

整合性を有した取組であり、また、大学のウェブサイトを中心に、必要な情報の公開、成果の

発信が行われている。

目標の達成状況については、事業計画に沿って実施され、一定の外国語力スタンダードをク

リアした学生数、受入学生数、派遣学生数は、目標を達成している。

 派遣、受入の対象となる学生数は、大学の規模からすると非常に少ないが、「全学共通副専攻

グローバル・リーダーシップ学」を全学に公開することで、学生の英語力の底上げに貢献して

いる。当該講座の履修者数は 2,000 人にのぼり、大きな成果と言える。 

 一方で、参加学生の学部（専攻分野）が特定の学部に偏り、特に理工系学部からの参加が極

めて少なかった。グローバル・リーダーには文理横断的な素養が求められることから、選抜さ

れた参加学生に一定数の理工系学生が含まれることが重要であり、今後はそのような学生が参

加しやすいプログラム作りの工夫が望まれる。


